










































示している（Walker 1975: 151, Matisoff 1988: 10）。改宗に際しても、ラフの場合には個人の選択

















いによる生活空間の明るさによる区分である 2。「朝」（mvuh: shaw?）、「昼」（mvuh: law[ k’aw3）、
「夕暮れ、夜」（mvuh: hpeu[）、「夜明け」（mvuh: hti: la; hta:）が一番大きな区分 4である 5。 













ラフ語はそれぞれ na/ li/と na/ hti というタイ語からの借用語である 9。村外における賃金労働へ
の依存度が大きい共同体では、雇い主に知らないうちに超過労働をさせられないように腕時計
の着用が増えており、その場合には時間を個人の所有物だと捉える一時間単位や分単位での時
間に対する意識が高くなる傾向がみられる 10。「秒」に当たるラフ語はない 11。 
 一日を越える時間で伝統派ラフの生活を規則づけるものは、第一に月の満ち欠けに基づく暦









 戒日の翌日から次の戒日までの 14 日間または 15 日間は「ひと回り」（te: jaw14）と呼ばれる。
戒日が終わると「戒が終わって 1 日」（shin? peu; te: nyi）、「戒が終わって 2 日」（shin? peu; nyi: nyi）

















































けられる傾向がある 26。代わりに「寒い時間」（mvuh: ka{ yan:）、「雨の時間」（mvuh: ye; hkui［yan:］）、




る。特に正月祭（hk’aw[ ca: ve, 字義は「年を食べる」）は旧年の終わりと新しい始まりを強く感
じさせる行事である。しかし再び正月祭が巡ってきたことによって「月」が 12 個過ぎたのだと








 「年」（hk’aw[）というラフ語は、動詞 hk’aw[ ve（「戻る」、「戻す」、「取り戻す」という意味）
と語源を同じくし、1 年のサイクルの中で「年」が戻ってきているという含意がある（Matisoff 




























































































































 戒日である日曜日が終わると、月曜日から土曜日まではそれぞれ「戒が終って 1 日」（shin? peu; 
te: nyi）、「戒が終って 2 日」（shin? peu; nyi: nyi）……「戒が終って 6 日」（shin? peu; hk’aw[ nyi）と
いう具合に戒日からの距離で表現される。日常会話の中ではしばしば単に「1 日」（te: nyi）、「2
日」（nyi: nyi）……「6 日」（hkaw[ nyi）と言われる 56。一週間の中での日々の経過は、戒日が終
ると毎日ひとつずつ増えてゆく数字によって表現され、次の戒日が来ると日の勘定は最初に戻
る。 
 一週間は te: shin?と呼ばれるが、この言葉は、正確に 7 日からなる七曜日制の一週間だけを指
す。これは、伝統派ラフが彼らの戒日の翌日から次の戒日までを「ひと回り」（te: jaw）という






 各月は英語語源の名称によってそれぞれ Ja; na; va; ri;, Fe/ ba; ra; ri;, Ma{ chi;などと呼ばれる。し
かし、日常会話では同時に「1 月」ha pa te: ma、「2 月」ha pa nyi: ma、「3 月」ha pa sheh{ ma という
表現も頻繁に用いられる。後者の表現は一年の時間の循環性を含意し、月はひと月毎に数を増






も興味深いことに、筆者が年齢を尋ねると、「ラフは年を知らない」（La: Hu/ aw; hk’aw[ ma: shi/）




 キリスト教徒ラフにおける重要な年中行事は、正月祭（hk’aw[ ca: ve「年を食べる」）、新米祭
（ca; suh? aw/ ca: ve「新米ご飯を食べる」）、クリスマス（Hkri{ suh/ ma{）である。キリスト教徒ラ
フの大部分がグレゴリオ暦の 1月 1日から正月祭を始め、8日から 12日間程の正月祭を過す 58。
新米祭はどこでも 1 日間だけ行なわれるが、その期日は村によって異なる。しかし、多くの村





所では 1 ヶ月近く前から始められる。村によっては早くも 11 月 30 日の夜に特別礼拝を行ない、
深夜 12 時が過ぎたところで用意した鶏雑炊をみんなで食べて「クリスマスの月を迎える」
（Hkri{ suh/ ma{ ha pa ha[ yu; ve）と呼ばれる行事を行なうが、これは降臨節（アドベント）に当た
るものである。12 月に入ると、クリスマスの 1～2 週間前頃から村人は子供達を中心に聖歌隊
を結成して、村内や他の村を歌を歌いながらお金やお菓子をせびってまわる。しかし行事の頂
点は 12 月（24 日でなく）25 日の夜に教会で行なわれるクリスマス特別礼拝である。このよう









 これらの 3 つに次いで重要なのは復活祭（Ye/ su{ htai/ hk’aw[ ve aw; nyi）、母の日(aw; e aw; nyi)、
父の日（aw; pa aw; nyi）である。復活祭の特別礼拝は春分後の満月直後の日曜日に行なわれる 60。






























































































mvuh: nyi と言う。 
3 Mvuh: law[ k’aw の第二音節の law[は「十分な；たくさんの」という意味である（Matisoff 1988: 1003）。 
12
4 ラフには、命名にはその人物の生れた時間によって Ca; Shaw?／Na Shaw?, Ca; K’aw／Na K’aw, Ca; Hpeu[／Na 
Hpeu[, Ca; Ha?／Na Ha?, Ca; Hti:／Na Hti:という名前をつける方法がある。Ca～は男性名に、Na～は女性名に
つく接頭辞である。但し、ここに挙げた名前のうち Na K’aw は単独で使われることはまれで Na K’aw Lon?
「大きな Na K’aw」、Na K’aw Ma［ma は女性名の最後にしばしばつけられる接尾辞で特に意味はない］、Na 
K’aw Na{「黒い Na K’aw」など 3 音節の名前として使われることが多い。 
  また、ルイスとマティソフの辞書はそれぞれ mvuh: ha?という表現を記載して、mvuh: hpeu[が夕方（日が
暮れてから夜が浅いうちの時間）を意味するのに対して、mvuh: ha?は夜（既に暗くなって目の見えなくな
った時間）を指すとしている（Lewis 1986: 230, Matisoff 1988: 1000）。しかし、筆者は現地調査中に mvuh: 
ha?という表現を聞いたことがなく、伝統派ラフにおいて mvuh: hpeu[ ha?という言い方が使われる可能性が
あるものの、キリスト教徒ラフと伝統派ラフ両方のインフォマントとも、mvuh: ha?のみの言い方はしない
と答えた。 
5 「夜明け」は、村人の説明によると「（周囲が明るくなって）目が少し見え始めた頃（Meh{ a ci? maw; la hta:）」
である。 
6 言語学者マティソフはこの語が中国語の「下午」（xiawu、「午後」の意味）から来たのではないかと推測
している（Matisoff 1988: 1159）。 
7 また筆者は「夕暮れ時」（mvuh; vaw; ve）というルイスの辞書に記載された表現（Lewis 1986: 233）を、キ
リスト教徒からも非キリスト教徒からも現地調査中に聞くことはなかった。あるキリスト教徒ラフのイン
フォマントの説明によると、mvuh: vaw; ve はラフ･シェレーの言葉だということであった。 
8 この表現自体が殆どタイ語そのままの言い方（bai mong）である。キリスト教徒ラフにおいては、この言









労賃がだいたい 80 バーツ（約 240 円）であり、村内のそれは 60 バーツ（約 180 円）であったが、村の者
が腕時計を買う場合には、安いと言われるインド･パキスタン系の行商人（Ka: La: Na{と呼ばれていた）や
近くの町の定期市（ta; la[ na{あるいは ka/ na{）の腕時計でも 200 から 300 バーツ（600 から 900 円）のもの
が多いようであった。腕時計の電池が切れた場合の交換には 100 バーツ（300 円）ほどがかかり、また故







11 自らは殆ど使用することはないとはいえ、タイ語の winathi という言葉およびそれが表わす概念について






借用語である mi; ni[と se; ko[を用いた。 
12 ルイスは shin? nyi をタイ系言語からの借用語とし、「（赤ラフにとっては）holy day」（Lewis 1986: 305）だ
と説明している。 
  なお、筆者が話すことのできたラフ･シェレー（Lahu Shehleh）のインフォマントによると、彼らは新月
や満月の日でなく「虎日」（la: nyi）を戒日にしているということであった。ジョーンズは、彼が調査した
ラフ･シェレー（自称である「黒ラフ」Black Lahu として言及されている）が、「虎日」には、軽い仕事を
除いて労働を回避すると報告している（Jones 1967: 35）。 
13 実際にはこれらの戒めを「司祭（to bo）やシャーマン（ka: shaw? ma）（のような聖職者）ならば守るべき
もの」と緩やかに理解して、厳密に守っていない者達も多い。しかし、この日には、朝の 9 時頃と夕方の
5 時頃に、村の神殿（haw? yeh;）の脇に設けられた 2 列の竹のベンチのところで「水の慣習を集める／集め














































28 「寒い時間」はだいたい 1 月から 4 月の終わりまで、「雨の時間」は雨の降り始める 4 月の初めから 9 月
頃まで、「日射の時間」は 10 月から 12 月頃に当たる。もちろん、年毎の気候の違い、季節の早まりや遅れ
具合によって変わる部分が多い。一方で、人々の認識の中で、「寒い季節」から「雨の季節」への移行を印
象付ける sheh: kaw/ ve（語義：「砂を盛り上げる」）という儀礼はタイのカレンダーに従って、4 月の終わり
頃の満月を基準にその前日に行なわれるが、それに続く満月日とその翌日にも、年に 3 回だけの「大きな
戒」（shin? lon?）のひとつとして 2 日間の「戒」を過す。人々はこの「盛砂祭」（ここでは、畑を焼いた際に
虫や小動物を殺生した罪への許しが乞われた後に、神に対してその年の作物の豊穣が乞われる）と「大き
な戒」が終わるのを待って、焼畑の米の播種に取りかかる。 
29 伝統派ラフは村によって 8 日から 12 日程の期間で「正月祭」（hk’aw[ ca: ve）を行なう。正月祭全体は「女
正月」（ya: mi:［ka-i ve］hk’aw[）と「男正月」(haw? hk’a:［pa/ ve］hk’aw[）とに分かれ、それぞれに「旧年日」
（hk’a[ pi/）や「正月日」（hk’aw[ suh? nyi）等がある。「正月祭」をいつ行なうかを決める際に考慮されるの
は、女正月の「正月日」および正月祭の最後の 2 日（「ネの出てゆく［日］」（ne; taw{-e ve［aw; nyi］）、「人の
出てゆく日」（chaw taw{-e ve［aw; nyi］）と呼ばれる）がよい日に当たるかどうかである。 
30 一番遅く正月祭を行なうのはメホンソン県の人々で西暦の 3 月に行う所も多い。 






などでは仏暦が使用される。西暦年に 543 を加えると、タイで用いられている仏暦年が分かる。 
34 ラフの生活の中にまだ本当の意味で取り入れられていないことは、その絶対年数がラフ語（例えば、2543









37 月の満ち欠けに従った 14～15 日間が「大きなひと回り」（te: jaw lon?）、十二支に従った 12 日間が「小さ

























ンダーは、2000 年までは保健衛生関係の NGO が製作した大きな一枚もののカレンダーが配られていたが、














ら 9 までの表記は ๐๑๒๓๔๕๖๗๗๘๙ となる。官庁の公用文書ではこのタイ数字の使用が義務づけられているが
（冨田 1990: 1616）、一般での使用は少ない。 
46 タイ語において曜日は、wan athit（日曜日）、wan can（月曜日）、wan angkhan（火曜日）、wan phut（水曜
日）、wan phruhat（木曜日）、wan suk（金曜日）、wan sao（土曜日）という具合に、数字の観念を含まない
言葉で表される。また、曜日名は英語や中国語で併記されることも多い。 
47 30 日目や 31 日目が第 5 週間目に当たるときには、スペースの都合上 5 列目を作ることなく、当該日を 4
週間目の行に前週の同じ曜日の日と一緒に表示する。以下のようである。 
 日 月 火 水 木 金 土 
 ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ 






































この精米は日本語でいう「籾すり」と「精米」の過程を一度に行うことになる。ラフ語では ca; te/ ve（電









プもある。その他では、正月祭の準備はすでに 12 月 31 日から始まっている。正月用の餅を搗いたり（aw; 
hpfuh[ te/ ve）、豚を屠殺する（va[ daw{ ve）のであるが、伝統派ラフと違って、キリスト教徒ラフはこのふた
つの行為を 12 月 31 日に行ない、この日を「旧年」（hk’aw[ pi/）と呼ぶ。12 月 31 日が搗米や屠殺を差し控
えるべき日曜日に当たる場合には 12 月 30 日が「旧年」となる。しかし、キリスト教徒ラフ人に何日正月
祭を行なうかという質問をすると、この「旧年」を数に入れずに答え、「旧年」を正月祭の日数に算入する
伝統派ラフと異なる。またキリスト教徒ラフの正月祭には、伝統派ラフのような「女正月」（ya: mi:［ka-i ve］
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Christianity and the Modern Western Discipline  








Religion is sometimes more of a set of customs that people hardly cast reflective eyes upon and act 
automatically according to rather than a set of religio-philosophical teachings that people choose to 
believe of their own will. Christian evangelism by powerful Westerners to less powerful non-Western 
peoples can thus be viewed as the former’s spreading, teaching, and imprinting of the modern Western 
order and discipline on the latter. Based on anthropological fieldwork among the Traditionalist and 
Christian Lahu in northern Thailand, this paper examines the changes in order and discipline of Christian 
Lahu as a result of their long-term experience of Baptist Christianity.  
 
Keywords: Christianity, religious conversion, discipline, Lahu, Thailand 
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